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序 説
I 研究の目的
ζの研究は， 昭和41年度全1，);1学力調査のうち，国語および算数・数学の調査の結果に関して分析的
κ研究し，その成果を教育課程や学習指導の改一言与に活用しようとするねらいを色っている。そのねらい
をさらに具体的Kいうと次のようになる。
a 問題を解決するために必要な知識・哩解 ・技能などの機態を具体的K把擬する。
b 問題を解決する過程を分析し.その過程における平どものつまずきや思考の様態をさぐる。
C 問題と問題のねらL、Kついて検討し，学力調杏にあらわれた子どもの学力の質について吟味するo
d 上のa.. b・cの分析によって，指導内容の検討および指導方法の改善化役だっ資料争作成する。
E 研究の内容と方法
1 研究の方針
a 各教科とも .研究内容をそれぞれの教科の一つの分野・領減などの調査問題にしぼり，密度の高い
研究をする。
b 各教科において研究内容としてとりあげる分野 ・領駿は，次の条件によって選択する。
。 その分野・領域が，教育課程の構成や学習指導にあたって研究すべき問題点を多く含んでいる。
o 全国学力調査において，その分野・領域の問題の正答率が低い。または，誤答の原因が分析しK
くL、。
白 金国学力調査において，その分野 ・領域の問題と問題のねちいに検討を加える必要がある。
C 個々の調査問題の調査結果について分析するだけで伝<，調査問題相互の関連や系統などについて
もじゅ号ぷん検討し，それによってとりあげた分野 ・鏡威全体についての指導の系統や学習指導の方
法などについての要点を明らかにする。
2 hfl 究の内容
(1)研究対象学年
国語……・・……・…・小学校第5学年 中学校第 1・3学年
算数・数学…・ー ・・・ー 小学校第5学年 中学校第 1・5学年
(2)研究内容としてとりあげた分野・領域
国語…………一……読解
算数 ・数学・・……ー図形
z研究の万法
おtな研究方法として，ア応答調査 ィ 分析的問題による調査 ウ付帯調査 を用いる。
(1)応答調査について
全国学力調査の問題(調育問題とよ}s;) Iとついての子どもの応答内容を調査し分析する。乙れを
応答調査とよぶ。
(2)分析的問題による諦査について
応答調査の結主誌をきらtとくわしく分析するためのテス ト|制組を作り .乙れぞ分析的問題とよぷ。
ζの分析的問題を子ど主に解かせて，その結果を分析の資料にする。 ζの調官こを分析的問題による
調査とよぷ a
分析的問題を.そのねらいによって分類すると次のようになる。
ア 調査問題を解くのに必要な知識・理解 ・技能などをみようとする問題
イ 調査問題を解く思考過程をみようとする問題
ウ 調資問題争解くにあたってのつまずきの原因をみようとする問題
エ 調査問題を解くにあた っての子どもの思考傾向をみようとする問題
上のようなねらいををつ分析的問題を作成するために用いられる方法は，およそ次のとおりであ
る。
ア 調査問題を解くのK必要な知識・理解 ・技能を要素[削と分析し，それらの一つ一つについて
の問題を作るの
イ 調査問題を解く過程を分析して分節化し，それらの分節ととの問題を作る。
ワ 剥資問題の間閣の形式を変えて出回ーする。
エ 調否問題について.答えだけでなく，その型車自をを脅かせる。
オ 調否問題の類似|間短を作る。
(3)付帯調査について
分析的問題による謂賓の結果lζ裏付け るために， 必要によって，調査対象児叢 ・生徒K面接調査
をしたり ，調若手対象児童・生徒の知能や学業成績とfどを調査する ζ とにした。乙れらの調査を総称
して付情調査とよぶ。
(4)調査対象児童・生徒
全国学力調査の抽出校から小学校2か校， 中学校2か校を選ぴ，それらの学校の研究対象学年児
童 ・生徒を調査対象児章・生徒』とした。
(5)研究の日程
① 研究計画の作成…一 ....… 一一・・・ ・・…・ ・....4 1年 5月- 6月
② 応答調査の実施とまとめ・・ I… ・……..........…・ いる月- 7月
③ 各教科の研究計画の作成..一一一一-…一一 ー ・ ・ ......ι 月~ 7月
④ 分析的問題の作成・ー-…. ..・…一…一...…一…・ー・…… 7 月~ 9月
① 分析的問題による調査の実施とまとめ .......... ・ ・…一 一一?月~ 1 0月
⑤ 付平野調査の実施とまとめ・-…ぃ・ ・ 一一一……・・… 11 司 ~.I 2月
⑦ 研究のまとめ…・・・…・……………・… ......j… …・1 1 月 ~4 2年 2月
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